
 

 

１ 令和２年度全国安全週間 

 全国安全週間は、労働災害防止のため、安全意識の高揚と安全活動の定着を図ること

を目的に、昭和 3年以来、毎年 7月 1 日から７日まで実施されています。 

 今年度のスローガンは「エイジフレンドリー職場へ！ みんなで改善 リスクの低減」

です。 詳細はこちら 

  

２ 千葉県内の労働災害発生状況 

(1)令和元年の労働災害発生状況 こちら 

  休業 4日以上の死傷災害、死亡災害の全事例など 

(2)令和 2 年の労働災害発生状況（令和 2年 5月末現在） こちら 

  休業 4日以上の死傷災害、死亡災害の全事例など 

 

３ 労働災害増加を受けた関係者あて要請（令和 2年度） 

  R2.5.７ 労使関係団体様あて要請（労働基準部長） こちら

  R2.6.３ 建設業の関係者様あて緊急要請（労働局長） こちら 

 

４ 第 13 次労働災害防止計画（千葉労働局） 

 令和 4 年までに、平成 29 年実績値と比較し、死亡災害を 15%以上、死傷災害を

５％以上減少させることなどを目標する 5か年計画です。こちら 

 

５ 安全衛生総合ポータルサイト 

(1)職場のあんぜんサイト（厚生労働省） 

(2)安全衛生情報センター（中央労働災害防止協会） 

 

６ 主要労働災害防止対策 

(1)熱中症対策 こちら 

 昨年の職場における熱中症死亡者数（5 名）は、千葉県が全国ワースト 1 位でした。 

STOP！熱中症 クールワークキャンペーン（当局発表資料はこちら） 

(2)高年齢労働者対策 こちら 

 今年 3 月に厚生労働省から公表された「エイジフレンドリーガイドライン」のほか、

「エイジアクション１００」など、取組みの検討に資する情報です。 

(3)転倒災害対策 こちら 

 STOP！転倒災害プロジェクト 

 

７ 全国安全週間における「安全衛生担当者支援ツール」 

 千葉県産業安全衛生会議（議長 千葉労働局長）において作成した 

「安全衛生担当者支援ツール」（無料。ただし、通信料金は利用者負担）  

      

おススメ! 
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